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2016.8現在 

 

        飯塚 敦（いいづか あつし）    

 657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町 1-1 

神戸大学・都市安全研究センター 

電話(078)803-6029，6602，Fax (078)803-6602，6394 

e-mail  iizuka@kobe-u.ac.jp 

 

学歴・職歴 

昭和 52年 3月  大阪府立茨木高等学校卒業 

昭和 56年 3月 京都大学工学部土木工学科卒業 

昭和 58年 3月 京都大学大学院工学研究科博士前期課程土木工学専攻修了 

昭和 61年 3月 京都大学大学院工学研究科博士後期課程土木工学専攻研究指導認定退学 

昭和 63年 9月 工学博士（京都大学） 

 

京都大学工学部土木工学科助手（昭和 61年 4月），金沢大学工学部土木建設工学科助手（昭和 63年

12 月），金沢大学工学部土木建設工学科助教授（平成 5年 12月），神戸大学工学部建設学科助教授（平

成 9 年 4 月），神戸大学都市安全研究センター助教授（平成 16 年 7 月），神戸大学都市安全研究セ

ンター教授（平成 17年 4月）を経て，現在， 

 

神戸大学都市安全研究センター教授（リスク・アセスメント研究部門，地盤環境リスク評価研究分野）

兼，神戸大学工学研究科市民工学専攻教授（環境共生工学講座，広域環境工学教育研究分野）．内， 

 

米国コロラド大学ボールダー校客員研究員（ポスドク）（平成 2 年 8 月から 1 年間），タイ国アジア

工科大学院大学客員教官（文部省在外研究員）（平成 5 年 9 月から 3 か月），米国バージニア工科

大学客員研究員（文部省在外研究員）（平成 8 年 3 月から半年）． 

 

 

21 世紀 COE「安全と共生のための都市空間デザイン戦略」事業推進担当者（安全デザイン戦略研究担当）

（平成 15年 7月～平成 20年 3月） 

神戸大学自然科学系先端融合研究環 戦略的重点研究チーム「災害リスク減災戦略研究」リーダー（平

成 19年 4月 ～平成 26年 3月） 

神戸大学学内発卓越研究プロジェクト「共生的安全に基づく生活空間工学の創生」事業推進担当者（平

成 19年 4月～平成 22年 3月） 

神戸大学自然科学系先端融合研究環・副環長，評議員（教育研究評議会）（平成 21 年 4 月～平成 23 年 3

月） 

神戸大学自然科学系先端融合研究環・都市安全研究センター長（平成 24年 4月～平成 26年 3月） 

神戸大学自然科学系先端融合研究環 戦略的重点研究チーム「地震・豪雨等自然災害に対する防災・減

災戦略」リーダー（平成 26年 4月～現在） 
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神戸大学情報基盤センター長，CIO 補佐，評議員（教育研究評議会）（平成 28年 7月～平成 30年 6月） 

国立研究開発法人海洋研究開発機構，数理科学・先端技術研究分野 上席招聘研究員，兼，海洋科学技

術イノベーション推進本部アドバイザー（平成 27年 10月～現在） 

 

 

学会並びに社会における活動 

平成 3年 12月  土質工学会，「地盤の破壊とひずみの局所化に関する研究委員会」委員（平成 6年 3

月まで） 

平成 4年 6月  土質工学会，「平成４年度調査部特別委員会」委員（平成 5年 3月まで） 

平成 4年 7月  土木学会，構造工学委員会運営小委員会委員（平成 7年 3月まで） 

平成 4 年 7 月  土木学会，構造工学委員会「計算力学とその応用に関する研究小委員会」幹事（平

成 8年 3 月まで） 

平成 5年 6月  土質工学会，調査部会部員（平成 7 月 5日まで） 

平成 5年 6月  土質工学会，論文報告集編集委員会委員（平成 9年 5月まで） 

平成 6年 4月  ASCE（American Society of Civil Engineers）正会員 

平成 6年 6月  土木学会，構造工学論文集小委員会計算力学部門査読委員 

平成 6 年 9 月  地盤工学会，「地盤力学における局所化，分岐および進行性破壊に関するアジア TC

国内委員会」委員（平成 10年 3月まで） 

平成 8 年 2 月  (財)鉄道総合技術研究所，「開削トンネル設計標準に関する委員会」委員（平成 12

年 3月まで） 

平成 9年 5月  地盤工学会，「斜面上の急勾配盛土工法検討委員会」委員（平成 11年 3月まで） 

平成 9年 6月  土木学会，論文編集委員会第Ⅲ部門小委員会幹事（平成 10年 6月まで） 

平成 9年 6月  地盤工学会，「地盤工学における物理数学の応用に関する研究委員会」副委員長（平

成 12年 3月まで） 

平成 9年 11月  (財)高速道路技術センター，「日本道路公団大阪管理局管内橋梁の構造及び環境改善

に関する検討委員会」委員（平成 11年 2月まで） 

平成 10年 6月  土木学会，論文編集委員会第Ⅲ部門小委員会論文調整幹事（平成 11年 6月まで） 

平成 10年 6月 地盤工学会，Deformation of Earth Materials TC34国内委員会委員（平成 14年 3月 31

日まで） 

平成 10年 9月 土木学会，論文賞選考委員会幹事（平成 11年 6月まで） 

平成 11 年 6月 地盤工学会，「施工過程を考慮した地盤の変形・破壊予測に関する研究委員会」委員

（平成 13年 5月まで） 

平成 11 年 6月 地盤工学会関西支部評議員（平成 13年 5月まで） 

平成 11 年 9月 (財)高速道路技術センター，「日本道路公団第 2期大阪管理局管内橋梁の構造及び環

境改善に関する検討委員会」委員（平成 12月 3月まで） 

平成 12 年 3 月 (財)鉄道総合技術研究所，「鉄道構造物等設計標準(開削トンネル)制定に関する委員

会」委員（平成 13年 3月まで） 

平成 12年 3月 土木学会，地盤工学委員会「地盤に係わる維持・補修技術研究小委員会」委員（平

成 13年 3月まで） 
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平成 12年 4月 国際地盤工学会，Technical Committee TC12 （Validation of Computer Simulations）

委員（平成 14年 3月まで） 

平成 12年 5月 地盤工学会，「土と基礎」編集委員会委員（平成 14年 5月まで） 

平成 12年 6月 (財)港湾空港建設技術サービスセンター，「国土交通省（旧運輸省）神戸港湾工事事

務所神戸港岸壁早期建設技術検討委員会」委員長（平成 13年 3月まで） 

平成 12年 6月 (財)高速道路技術センター，「日本道路公団関西支社管内橋梁の損傷に関する検討委

員会（環境分科会）」委員（平成 13年 3月まで） 

平成 12 年 6 月 地盤工学会関西支部，「大阪湾埋立地盤の諸問題に関する研究準備委員会」委員長

（平成 13年 3月まで） 

平成 12年 7月 国際地盤工学会:Technical Committee TC6 (Unsaturated Soils)共催，地盤工学会後援，

The 2nd Asian Conference on Unsaturated Soils, Geotechnical and Geoenvironmental Issues 

(15-17 April 2003, Japan), 実行委員会幹事委員兼事務局長（平成 16年 3月まで） 

平成 12 年 8 月 (財)科学技術振興事業団・(社)日本工学アカデミー・米国工学アカデミー (National 

Academy of Engineering)，「第１回日米先端工学（JAFoE: Japan-America Frontiers of 

Engineering）シンポジウム」日本側招待メンバー 

平成 13 年 5 月 土木学会，応用力学委員会「固体の破壊現象研究小委員会」幹事長（平成 15 年 5

月まで） 

平成 13 年 5 月 地盤工学会関西支部，「土構造物の品質評価に関する研究委員会」委員長（平成 15

年 5月まで） 

平成 13 年 5 月 土木学会，「メインテナンス工学連合小委員会」地盤工学委員会派遣委員（平成 15

年 5月まで） 

平成 13年 5月 土木学会，学会誌編集委員会委員（平成 15年 5月まで） 

平成 13 年 5 月 地盤工学会，「構成モデルの特性が数値解析に及ぼす影響に関する研究委員会」委

員（平成 16年 3月まで） 

平成 13 年 6 月 土木学会，構造工学論文集編集小委員会「計算力学部門」委員（平成 15 年 5 月ま

で） 

平成 13年 6月 (財)高速道路技術センター，「日本道路公団関西支社管内橋梁の損傷に関する検討委

員会（環境分科会）」委員（平成 14年 3月まで） 

平成 13年 7月 地盤工学会，技術者教育委員会委員（平成 15年 5月まで） 

平成 13年 11月 (財)高速道路技術センター，「日本道路公団近畿自動車道（敦賀線）小浜～三方間軟

弱地盤対策検討委員会」委員（平成 15年 3月まで） 

平成 13年 11月 国土交通省近畿地方整備局建設技術展 2001「開発技術発表会」審査員 

平成 13 年 12 月 a member of international organizing committee, 1st International Workshop on New 

Frontiers in Computational Geotechnics (13-15 September, 2002, Alberta, Canada), Univ. of 

Calgary 

平成 14年 5月 地盤工学会，Earth Reinforcement TC9 国内委員会委員（平成 17年 5月まで） 

平成 14年 5月 地盤工学会，論文報告集編集委員会委員（平成 15年 5月まで） 

平成 14年 5月 地盤工学会，Prediction Methods in Large Strain Geomechanics TC34 国内委員会委員（平

成 17年 5月まで） 
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平成 14 年 5 月 (財)先端建設技術センター，上越三和道路軟弱地盤対策技術検討委員会委員（平成

15年 3 月まで） 

平成 14年 6月 土木学会，地震工学委員会「統合地震シミュレータ研究開発小委員会」委員（平成

16年 5 月まで） 

平成 14年 11月 a member of Advisory Committee, International Workshop on X-Ray CT for Geomaterials 

(6-7 Nov. 2003), organized by Faculty of Engineering, Kumamoto University with the 

supports of ISSMGE/TC9, ISSMGE/TC34, ISSMGE/TC35 and The Society of Rock 

Engineering in West Japan 

平成 14年 11月 国土交通省近畿地方整備局，建設技術展 2002「開発技術発表会」審査員 

平成 14年 11月 (財)高速道路技術センター，「日本道路公団関西支社管内橋梁の損傷に関する検討委

員会（環境分科会）」委員（平成 15年 3月まで） 

平成 14年 11月 a member of International Advisory Committee, 2nd International Conference on Advances 

in Soft Soil Engineering and Technology (2-4 July, 2003 at Sibu, Sarawak, Malaysia), 

Universiti Putra Malaysia, Institution of Engineers Malaysia, Curtin University Sarawak, 

Kuittho, Public Works Department, Sarawak, and United College, Sarawak, sponsorship by 

Ministry of Finance and Public Utilities, Sarawak, Ministry of Infrastructure Development 

and Communications, Sarawak, MTD Capital Bhd and GeoEnTec Bhd, Ikram Geotechnic 

Malaysia, Asian Association for Agricultural Engineers, Columbia University (USA), and 

Ibaraki University (Japan) 

平成 15年 5月 a member of Organizing Committee, International Symposium on Engineering Practice and 

Performance of Soft Deposits, IS-OSAKA 2004 (June 2-4, 2004), Sponsored and 

Co-sponsored by JGS, ISSMGE, ATC7, ATC10 and ATC12. 

平成 15 年 6 月 土木学会，構造工学論文集編集小委員会「計算力学部門」委員（平成 17 年 5 月ま

で） 

平成 15年 6月 地盤工学会，論文編集委員会幹事委員（平成 17年 5月まで） 

平成 15年 6月 地盤工学会，技術者教育委員会委員長（平成 17年 5月まで） 

平成 15年 6月 土木学会関西支部幹事（総務担当）（平成 17年 5月まで） 

平成 15 年 6 月 土木学会，土木教育委員会「大学・大学院教育小委員会」委員（平成 19 年 6 月ま

で） 

平成 15年 6月 土木学会，地盤工学委員会「土構造物の性能評価に関する研究小委員会」委員長（平

成 19年 3月まで） 

平成 15 年 7 月 地盤工学会，設計用地盤定数の決め方－土質編－編集委員会委員（平成 19 年 3 月

まで） 

平成 15年 8月 土木学会，教育企画・人材育成委員会委員・幹事（平成 23年 5月まで） 

平成 15年 11月 (財)沿岸開発技術研究センター，「経済的地盤改良工法検討調査技術検討会」委員 

        （平成 16 年 3月 31日まで） 

平成 16 年 4 月 神戸大学発ベンチャー企業：東京ジオテク株式会社，設立および取締役（現在に至

る） 

平成 16年 6月 地盤工学会，産官学連携推進委員会委員（平成 19年 5月まで） 

http://msd.civil.tohoku.ac.jp/~ieds/
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平成 16 年 6 月 土木学会，教育企画・人材育成委員会「生涯学習小委員会」委員（平成 18 年 5 月

まで） 

平成 16年 7月 (財)沿岸開発技術研究センター，「経済的地盤改良工法検討調査技術検討会」委員 

        （平成 17 年 3月 31日まで） 

平成 16年 7月 国土交通省近畿地方整備局，建設技術展 2004審査員 

平成 17 年 3 月 国土交通省北陸地方整備局「上越三和道路軟弱地盤検討委員会」委員，（平成 17 年

3月 31 日） 

平成 17年 6月 地盤工学会，技術者教育委員会委員（平成 19年 5月まで） 

平成 17 年 6 月 地盤工学会，中長期ビジョン WG 活動領域 B（学術技術の進歩への貢献戦略）委員

（平成 18年 3月まで） 

平成 17年 6月 国際地盤工学会，Technical Committee TC6（TC106）（Unsaturated soils）Core member

（現在に至る） 

平成 17 年 6 月 アデムウオール協会「アデムウオール（補強土壁）工法設計・施工マニュアル作成

委員会」委員，平成 20 年 6 月アデムウオール（補強土壁）工法設計・施工マニュ

アル刊行（平成 20年 6月まで） 

平成 17年 7月 国土交通省近畿地方整備局，建設技術展 2005審査員 

平成 18年 6月 地盤工学会，理事（事業部講習会担当）（平成 19年 5月まで） 

平成 18年 6月 地盤工学会，技術普及委員会委員長（平成 19年 5月まで） 

平成 18年 6月 土木学会，論文集編集委員会 C部門（地盤工学）小委員会委員長（平成 20年 5月ま

で） 

平成 18年７月 国土交通省近畿地方整備局，兵庫ブロック総合評価委員会委員・副委員長（平成 26

年 3月 31日まで）委員長（平成 26年 4月 1日～現在に至る） 

平成 18年 7月 国土交通省近畿地方整備局，建設技術展 2006審査委員長 

平成 18年 7月 地盤工学会，表彰委員会委員（平成 19年 5月まで） 

平成 18年 10月 A member of International Advisory Committee, The 3rd International Workshop on New 

Frontier in Computational Geotechnics, IWS-Xian 2006, 19 to 20 Oct. 

平成 19年 6月 地盤工学会，表彰委員会・副委員長（平成 19年 10月まで） 

平成 18年 11月 地盤工学会，Prediction and simulation methods in geomechanics国内委員会委員（平成

22年 3 月まで） 

平成 18年 12月 文部科学省研究開発局地震・防災研究課防災科学技術推進室，防災科学技術研究所

「国際的な防災科学技術情報基盤形成に関する懇談会」委員（平成 21年 3月まで） 

平成 19年 4月 独立行政法人科学技術振興機構，シーズ発掘試験査読評価委員（平成 22年 5月まで） 

平成 19年 4月 京都大学防災研究所「自然災害研究協議会」委員（平成 23年 3月まで） 

平成 19年 6月 地盤工学会，理事（事業部長）（平成 20年 5月 31日まで） 

平成 19年 6月 国土交通省近畿地方整備局，総合評価委員会専門部会委員（現在に至る） 

平成 19 年 6 月 土木学会，総務部門・論文賞選考委員会委員・C 部門（地盤工学部門）副主査（平

成 20年 6月まで） 

平成 19年 8月 土木学会、地盤工学委員会副委員長（平成 21年 5月まで） 

平成 19年 8月 国土交通省近畿地方整備局，建設技術展 2007近畿橋梁模型コンテスト審査委員長 
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平成 19 年 8 月 土木学会、教育企画・人材育成委員会「大学・大学院教育小委員会」委員長（平成

21年 5 月まで） 

平成 19 年 9 月 日本学術会議 機械工学委員会・土木工学・建築学委員会合同 IUTAM 分科会・第

57回理論応用力学講演会運営委員会委員，実行委員会委員，英文論文集編集主査（地

盤工学会派遣）（平成 21年 3月まで） 

平成 19 年 12 月 兵庫県但馬県民局「豊岡盆地地盤沈下対策技術検討委員会」委員（平成 21 年 3 月

31日まで） 

平成 19年 12月 a member of International Advisory Committee, 4th Asia-Pacific Conference on Unsaturated 

Soils, Organized by the Centre for Geotechnical and Materials Modeling, University of 

Newcastle, Australia 

平成 20年 3月 （財）沿岸技術研究センター，関西国際空港(２期地区)地盤に関する調査検討委員会

委員（平成 21年 3月まで） 

平成 20年 4月 京都大学防災研究所共同利用委員会委員（平成 23年 3月まで） 

平成 20年 5月 地盤工学会，IS-Kyoto2009実行委員会委員（平成 22年 3月まで） 

平成 20 年 5 月 （財）原子力環境整備促進・資金管理センター・処分技術調査研究プロジェクト，

人工バリア長期挙動検討委員会委員（平成 20年 11月まで） 

平成 20年 5月 土木学会 教育企画・人材育成委員会，教育論文集編集小委員会委員（平成 21年 5

月まで） 

平成 20年 5月 土木学会 論文集編集委員会「論文集英文化小委員会」委員長（平成 25年 5月まで） 

平成 20 年 6 月 土木学会，総務部門・論文賞選考委員会委員・C 部門（地盤工学部門）主査（平成

21年 6 月まで） 

平成 20年 7月 a member of International Advisory committee, 5th International Conference on Unsaturated 

Soils, 6 to 8 of September, 2010, Barcelona, Spain 

平成 20 年 9 月 a member of International Advisory committee, 3rd International Conference on 

PROBLEMATIC SOILS, 07-09 April 2010, Adelaide, Australia, Organised with the support 

of the Australian Geomechanics Society (South Australian Chapter) and the University of 

South Australia Commission 18, Collapsible Soils, International Association of Engineering 

Geologists 

平成 20年 12月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2008，12月 3日，4日，マイド

ーム大阪，注目技術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 20年 12月 （財）原子力環境整備促進・資金管理センター・処分システム工学要素技術高度化

開発のうち人工バリア品質評価技術の開発，緩衝材品質評価技術検討委員会人工バ

リア長期挙動検討委員会委員（現在に至る） 

平成 21年 5月 土木学会技術推進機構 1級技術者資格小委員会「地盤・基礎分野」主査（平成 23年

5月まで） 

平成 21年 6月 土木学会，地盤工学委員会委員長（平成 23年 5月まで） 

平成 21年 6月 土木学会 教育企画・人材育成委員会，教育論文集編集小委員会委員長（平成 22年

5月まで） 

平成 21年 9月 社団法人全日本建設技術協会，平成 21年度公共工事品質確保技術者資格試験委員 
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平成 21年 9月 a member of International Advisory committee, 5th Asia-Pacific Conference on Unsaturated 

Soils, 14-16 November 2011, Pattaya, Thailand, Organised by Geotechnical Engineering 

Research and Development Center (GERD), Department of Civil Engineering, Kasetsart 

University, Thai Geotechnical Society and Engineering Institute of Thailand 

平成 21年 12月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2009，12月 2日，3日，マイド

ーム大阪，注目技術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 22 年 6 月 土木学会 論文集編集委員会 H 部門教育論文集編集小委員会委員長（平成 23 年 5

月まで） 

平成 22 年 6 月 (独)防災科学研究所兵庫耐震工学研究センター，数値振動台研究開発分科会・地盤

WG主査（現在に至る） 

平成 22 年 6 月 （独）科学技術振興機構 地域イノベーション創出総合支援事業査読評価委員（平

成 25年 3月 31日） 

平成 22年 6月 （財）沿岸技術研究センター，関西国際空港(２期地区)地盤に関する調査検討委員会

委員（現在に至る） 

平成 22 年 7 月 (財) 原子力環境整備促進・資金管理センター，地下空洞型処分施設性能確証試験検

討委員会委員（現在に至る） 

平成 22年 12月 国土交通省近畿地方整備局，堤防研究会設計部門ワーキング・学術担当委員（平成

23年 3 月 31日まで） 

平成 22年 12月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2010，12月 1日，2日，マイド

ーム大阪，注目技術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 23年 6月 土木学会・教育企画部門・教育企画人材育成委員会委員（平成 26年 5月まで） 

平成 23年 8月 Committee Member of UNSAT2014：Unsaturated Soils: Research & Applications Sydney 

Australia 2-4 July 2014, ～2014.7 

平成 23 年 8 月 （独）日本原子力研究開発機構・地層処分研究開発部門，セメント材料影響評価技

術高度化開発委員会委員（平成 27年 3月 31日） 

平成 23年 10月 （公社）地盤工学会，東日本大震災対応調査研究委員会【地盤環境研究委員会】委

員（現在に至る） 

平成 23年 10月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2011，マイドーム大阪，注目技

術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 24 年 7 月 東北大学災害科学国際研究所，東北大学災害科学国際研究所特定プロジェクト研究

外部審査委員（平成 26年 3月 31日まで） 

平成 24 年 8 月 （独）日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査

員（平成 26年 7月 31日まで） 

平成 24年 9月 土木学会 総務部門論文賞選考委員会選定委員（平成 24年 6月 14日～平成 26年 6

月 14日まで） 

平成 24年 10月 土木学会 地盤工学委員会・性能設計下での現場観測施工(Observational Method)に

関する研究小委員会，幹事長（平成 27年 6月まで） 

平成 24年 10月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2012，マイドーム大阪，注目技

術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 
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平成 25年４月 阪神高速道路株式会社 構造技術委員会 基礎・地下構造分科会 委員 

平成 25年 5月 土木学会論文編集委員会英文論文集編集小委員会委員（現在に至る） 

平成 25年 10月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2013，マイドーム大阪，注目技

術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 26年 4月 国土交通省近畿地方整備局総合評価委員会委員（現在に至る） 

平成 26年 4月 国土交通省近畿地方整備局港湾空港部門総合評価委員会委員（現在に至る） 

平成 26年 4月 国土交通省近畿地方整備局災害時建設業事業継続力認定委員会委員（現在に至る） 

平成 26年 5月 東京大学地震研究所・外部評価委員（平成 27年 3月 31日まで） 

平成 26年 10月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2014，マイドーム大阪，注目技

術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 26年 12月 国土交通省社会資本整備審議会道路分科会近畿地方小委員会委員（現在に至る） 

平成 26年 12月 国土交通省社会資本整備審議会専門委員（現在に至る） 

平成 27 年 4 月 国土交通省総合政策局海外プロジェクト推進課「インフラシステム海外展開の持続

的な戦略に向けて」懇話会座長（平成 28年 3月 31日まで） 

平成 27年 6月 土木学会 地盤工学委員会・性能設計下での現場観測施工(Observational Method)に関

する研究小委員会，委員長 

平成 27 年 10 月 International Advisory Committee, Unsaturated Soils:Research & Applications 

(AP-UNSAT2015), China, GuiLin 23-26 Oct 2015 

平成 27年 10月 日刊工業新聞，(社)近畿建設協会，建設技術展近畿 2015，マイドーム大阪，注目技

術審査員，橋梁コンテスト審査委員会委員長 

平成 27年 10月 EU：HORIZON2020 プロジェクト Grant agreement No.662147-Cebam（主契約者：(財) 

原子力環境整備促進・資金管理センター），WP3 "Integration and Modeling"，プロ

ジェクト名：Cement-based materials, properties, evolution and barrier functions，

Subsontractor member（現在に至る） 

 注：土質工学会は平成 6年に地盤工学会に名称変更． 

 

賞罰 

平成2年5月 平成元年度土質工学会賞（奨励賞），General theory of shear bands formation by a non-coaxial 

Cam-clay model 

平成 18年 10 月 平成 17 年度神戸大学工学部優秀教育賞，平成 17年度後期学部講義科目「連続体力

学」に対して 

平成 19年 5 月 平成 18年度地盤工学会事業企画賞「第 40，41回地盤工学研究発表会，技術者交流特

別セッション」企画・運営に対して 

平成 20年 1 月 土木学会関西支部支部活動功労賞（土木学会関西支部創立 80周年記念） 

平成 20年 5 月 平成 19年度地盤工学会 功労章 

平成 20年 5 月 平成 19年度地盤工学会技術開発賞，「土／水連成弾（粘）塑性有限要素・飽和地盤静

的解析パッケージ DACSAR の開発と実用化」 

平成 26年 8 月 平成 25年度日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（書面担当）表彰 
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特許 

工業所有権の名称：盛土法面補強構造体およびその構築方法 

出願：H10.08.06、特願平 10-222694、登録：H12.07.14、特許第 3088702 

 

学位論文 

1) 飯塚敦：軟弱地盤の変形・安定解析に関する基礎的研究，学位記番号 1046，登録番号 10775（新制工

744），京都大学，1988.9.24 

 

著書 

2) 岡二三生，飯塚敦，他：地盤の破壊とひずみの局所化，土質工学会，ISBN:4886440487，1994.10 

3) 増田陳紀，飯塚敦，他：構造工学シリーズ７ 構造工学における計算力学の基礎と応用，土木学会，

ISBN:4810601730，1996.12 

4) 柴田徹，飯塚敦，他：地盤力学，ニューパラダイム テキストブック，山海堂，ISBN:4381012747，2000.3，

東京電機大学出版局，ISBN:978-4-501-62320-3，2008.4 

5) 太田秀樹，飯塚敦，他：地盤工学理論シリーズ，地盤の変形解析，地盤工学会，ISBN:4886449506 ，

2002.8 

6) Karube,D., Iizuka,A., Kato,S., Kawai,K. and Tateyama,K. edited. Unsaturated Soils –Geotechnical and 

Geoenvironmental Issues-, Proceedings of the 2nd Asian Conference on Unsaturated Soils –UNSAT-ASIA 

2003-, Osaka, Japan, Published by The Organizing Committee of UNSAT-ASIA 2003 and The Technical 

Committee 6 of The International Society of Soil Mechanics and Geotechnical Engineering, 2003.4 

7) 鵜飼恵三，飯塚敦，他：地盤技術者のための FEM シリーズ 2 弾塑性有限要素法がわかる，地盤工

学会，ISBN4-88644-067-3，2003.9 

8) 三島信雄，飯塚敦，他：設計用地盤定数の決め方－土質編－，第3章3.2.1（p.82），第 3章3.3.6（pp.128-137），

地盤工学会，ISBN978-4-88644-079-2，2007.12 

9) Ohta,H., Iizuka,A. and Ohno,S.: Chapter 13 Soil Mechanics "Constitutive Modelling for Soft Cohesive Soils", 

Geotechnics and Earthquake Geotechnics towards Global Sustainability, ed. by Susumu Iai, Geotechnical, 

Geological and Earthquake Engineering Vol 15, ISBN978-94-007-0469-5, Springer Dordrecht Heidelberg 

London New York, pp.231-250, 2011 

10) Chu, Jian,  Wardani, Sri P.R.,  Iizuka, Atsushi (Eds.), Geotechnical Predictions and Practice in Dealing with 

Geohazards, Geotechnical, Geological and Earthquake Engineering Series, Vol. 25, 394p., ISBN 

978-94-007-5674-8, Springer, 2013.7， 

内， 

Iizuka,A: 40 Years Contributions to Geotechnical Engineering of Prof. Hideki Ohta, Prologue. 

Ohta,H., Iai,S., Nishida,Y., Morioka,S. and Iizuka,A.: Tsunami Induced by 2011 Tohoku-Pacific Ocean 

Earthquake and a Possible Renewal Plan, Chapter 1. 

Hirata,H., Iizuka,A., Ohta,H. Yamakami,T., Yokota,Y. and Ohmori,K.: Numerical Simulation of Soil 

Structures Reinforced by Geosynthetics, Chapter 7. 

Sugie,A., Ohta,H. and Iizuka,A.: Three Dimensional Soil/Water Coupled Analysis of Reverse Concreting 

Excavation Work, Chapter 10. 
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Hirata,M., Iizuka,A. and Ohta,H.: Spatial Discretization of a Water Head in Soil-Water Coupled Finite 

Element Method Analysis Using the Hybrid-Type Penalty Method, Chapter 11. 

Ohno,S., Kawai,K., Iizuka,A., Tachibana,S., Kanazawa,S. and Ohta,H.: Elasto-Plastic Constitutive Model 

for Unsaturated Soils with Subloading Surface Concept, Chaper 14. 

Takeyama,T., Pipatpongsa,T., Iizuka,A. and Ohta,H.: Stress-Strain Relationship for the Singular Point on 

the Yielding Surface of the Elasto-Plastic Constitutive Model and Quantification of 

Metastability, Chapter 15. 

Nakayama,E., Kobayashi,I, Iizuka,A. and Ohta,H.: Development of a Portable Triaxial Testing 

Apparatus-Smart Triaxial, Chapter 22. 

11) 国土強靱化総合研究所編，国土強靱化，日本を強くしなやかに （その３），分担執筆（飯塚敦）：１

５．防災・減災における国土強靱化について，－超広域・複合災害に備える－，国土強靱化総合研究

所発行，相模書房，pp.343-366，ISBN978-4-7824-1305-0，2013.11 

12) Kobayashi,I., Owada,H., Ishii,T., and Iizuka,A.，Chapter 208. A method of measuring the specific surface area 

of bentonite for evaluation of the hydraulic performance of bentonite engineered barriers, Geomechanics from 

Micro to Macro, Edited by Kenichi Soga, Krishna Kumar, Giovanna Biscontin, and Matthew Kuo, CRC Press 

2014, pp.1285–1290, Print ISBN: 978-1-138-02707-7, eBook ISBN: 978-1-315-73732-4, DOI: 

10.1201/b17395-232 

 

原著論文 

a) 定期刊行学会誌・論文集 

13) 飯塚敦，良峰透，太田秀樹，畠昭治郎：極限支持力と地盤内応力変化の有限要素解析，土木学会論文

集，土木学会，No.382/III-7, pp.255-263，1987.6 

14) Iizuka,A. and Ohta,H.：A determination procedure of input parameters in elasto-viscoplastic finite element 

analysis, Soils and Foundations, JSSMFE, Vol.27, No.3, pp.71-87, 1987.9, DOI: 10.3208/sandf1972.27.3_71 

15) 庄司幹雄，松本喬，太田秀樹，飯塚敦：仮想粘性法による弾塑性変形・浸透流連成解析，土木学会論

文集，土木学会，No.388/III-8, pp.121-130，1987.12 

16) 柏木淳男，熊谷俊雄，菅井正澄，飯塚敦：種々の掘削工法を検討できる山留め計算法，土と基礎，土

質工学会，Vol.37, No.5, pp.47-52，1989.5 

17) Yatomi,C., Yashima,A., Iizuka,A. and Sano,I.：General theory of shear bands formation by a non-coaxial 

Cam-clay model, Soils and Foundations, JSSMFE, Vol.29, No.3, pp.41-53, 1989.9 

18) Yatomi,C., Yashima,A., Iizuka,A. and Sano,I.：Shear bands formation numerically simulated by a non-coaxial 

Cam-clay model, Soils and Foundations, JSSMFE, Vol.29, No.4, pp.1-13, 1989.12 

19) Iizuka,A., Yatomi,C., Yashima,A., Sano,I. and Ohta,H.：The effect of stress induced anisotropy on shear band 

formation, Archive of Applied Mechanics, Springer, Vol.62, pp.104-114, 1992.3 

20) 太田秀樹，西原晃，飯塚敦，杉江茂彦：自然堆積粘土に対するベーンせん断試験結果の解釈，土木学

会論文集，土木学会，No.481/III-25, pp.145-154，1993.12. 

対して， 

太田秀樹，西原晃，飯塚敦，杉江茂彦：”自然堆積粘土に対するベーンせん断試験結果の解釈”に対す

る討議回答，土木学会論文集，土木学会，No.517/III-31, pp.209-215，1995.6 
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21) 杉江茂彦，飯塚敦，太田秀樹：粘土地盤におけるベーンせん断強度の発現メカニズム，土木学会論文

集，土木学会，No.487/III-26, pp.227-236，1994.3 

22) 飯塚敦：沈下予測解析における基準と初期条件の重要性，土と基礎，地盤工学会，Vol.45，No.2, pp.11-14，

1997.2 

23) 小林一三，飯塚敦，太田秀樹：土/水連成有限要素解析に基づいた限界盛土高さ推定法，土木学会論

文集，土木学会，No.575/III-40, pp.207-217，1997.9 

24) 森川嘉之，古田康裕，飯塚敦，太田秀樹：粘性土の等体積一面せん断強さ，土木学会論文集，土木学

会，No.582/III-41, pp.173-182，1997.12 

25) 小林一三，飯塚敦，太田秀樹：正規粘土供試体せん断時における局所変形の遷移，土木学会論文集，

土木学会，No.617/III-46, pp.1-18，1999.3 

26) 飯塚敦，小林一三，太田秀樹：粘土供試体の圧縮せん断破壊－観察とシミュレーション－，土と基礎，

地盤工学会，Vol.47，No.5，pp.21-24，1999.5 

27) 平田昌史，飯塚敦，太田秀樹，山上尚幸，横田善弘，大森晃治：ダイレタンシーを考慮したジオシン

セティックス補強盛土有限要素解析，土木学会論文集，土木学会，No.631/III-48, pp.179-192，1999.9 

28) 杉江茂彦，上野孝之，太田秀樹，飯塚敦，秋野矩之，崎本純治：土留め掘削周辺地盤の挙動と三次元

解析事例，土と基礎，地盤工学会，Vol.47-9，No.498，pp.13-16, 1999.7 

29) 川井田実，森川慶行，堀越研一，飯塚敦，太田秀樹：道路盛土の除去および EPS 置換に伴う軟弱地

盤の挙動解析，土木学会論文集，土木学会，No.645/III-50, pp.209-221，2000.3 

30) 小島謙一，太田秀樹，館山勝，飯塚敦：掘削工事における周辺地盤の変形予測手法の検討，土木学会

論文集，土木学会，No.652/III-51, pp.217-228，2000.6 

31) 本田道識，飯塚敦，河井克之，軽部大蔵：不飽和土の応力－ひずみ関係式，土木学会論文集，土木学

会，No.659/III-52, pp.153-164，2000.9 

32) 飯塚敦，本田道識，西田博文，河井克之，軽部大蔵：間隙水分布の違いを考慮した不飽和土／水連成

解析，土木学会論文集，土木学会，No.659/III-52，pp.165-178，2000.9 

33) 飯塚敦，平田昌史，太田秀樹：ジオシンセティックスによるダイレイタンシー拘束効果，土木学会論

文集，土木学会，No.680/III-55, pp.15-28，2001.6 

34) Pipatpongsa,T., Iizuka,A., Kobayashi,I., Ohta,H. and Suzuki,Y.：Nonlinear analysis for stress-strain-strength of 

clays using return-mapping algorithms, Journal of Applied Mechanics, JSCE, Vol.4, pp.295-306, 2001.10 

35) 森川嘉之，飯塚敦，太田秀樹：体積変化を考慮したせん断帯生成理論，応用力学論文集，土木学会，

Vol.4，pp.367-374，2001.10 

36) 小林一三，曽我健一，飯塚敦，太田秀樹，Dalton,C.：セルフボーリングプレッシャーメータから得ら

れる強度に間隙水の移動が及ぼす影響，応用力学論文集，土木学会，Vol.4，pp.285-294，2001.10 

37) Saito,T., Iizuka,A., Kitamura,A. and Ohta,H.：Geological approach to the void ratio distribution for aged clays 
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